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 書誌情報分析からたどる研究現場におけるウェルビーイングの向上 
― 多元的指標の構築に向けて 

 
〇渡辺友紀子（理研 BRC），村山綾子（神奈川県保健福祉大学），桝屋啓志（理研 BRC） 

冨田英美，伊神正貫，酒井朋子（NISTEP） 

 

11.. ははじじめめにに  

ウェルビーイングは，人々の健康や生活の質

を総合的に捉える概念として，心理学，医学，社

会学，経済学など幅広い学問領域で注目を集めて

きた。近年では，個人の幸福感や生活満足度のみ

ならず，組織や社会全体の持続可能性や人間中心

の価値観に基づく政策・組織運営を考える上でも

不可欠な要素として位置づけられている。日本に

おいては，科学研究力の低下や停滞が指摘されて

おり，研究者のウェルビーイング向上がその打開

策の一つとなり得ると期待されている。さらに，

2024年に発行された国際規格 ISO 25554を契機
として［1］，ウェルビーイング指標の多元的・自
律的な活用が実現されつつある。このような状況

を受け，我々は研究現場におけるウェルビーイン

グ向上に資する多元的指標の構築を検討する「ウ

ェルビーイング神経政策科学研究会」を立ち上げ

た［2］。本報告はその活動の一環として，ウェル
ビーイングに関する学術研究の動向を俯瞰する

ことを目的に，書誌情報分析を通じた基礎的検討

を行うものである。特に，多面的に構成されるウ

ェルビーイングの諸要素の中で，近年，研究者・

実践者・社会全体がどのような側面に注目してい

るのかを明らかにし，今後の指標設計や政策的活

用に向けた足がかりとする。 
 

22.. 目目的的  

本調査では，以下の３点に焦点を当てて，ウェ

ルビーイング関連論文データを用いた書誌情報

分析を行った。これらを通じて，今後のウェルビ

ーイング指標設計の基礎的知見を提供すること 

を目指した。 
①全体の俯瞰：どの国においてウェルビーイング

研究が活発に行われているかを把握し，日本の国

際的な位置づけを確認するとともに，経年的な推

移から論文数や関心の変化がどのように生じた

かを確認する。 
②関心領域の探索：頻出するキーワードを抽出し，

関心が集まっているウェルビーイングの構成要

素を明らかにする。 
③研究分野の俯瞰：どの分野においてウェルビー

イング研究が活発に行われているかを把握する

とともに，学際性の広がりを確認する。 
 

33..  方方法法  

本研究では，ウェルビーイングに関連する学

術的知見を把握するため，国際的な書誌情報デー

タベース Scopus に収録されている 1996 年から
2023 年までに出版された well-being または
wellbeing を論文タイトルに含む 48,455 件のデ
ータを対象に分析を行った。文献種別としては，

Articleと Reviewを分析対象とした。 
まず，世界全体および国別の発表論文数を出

版年ごとに集計し，経年的な推移と前年度からの

増加率を可視化した。論文数の計数には整数カウ

ント法を用いた。次に，論文数トップ 3か国と日
本における COVID-19 パンデミックによる影響
を検証するため，プレコロナ期として 2017 年か
ら 2年間の論文数の増加率と，パンデミック期と
して 2020年から 2年間の増加率を比較した。 

また，研究の関心領域を明らかにするため，

テキストマイニングを用いて論文タイトルの特
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徴語を抽出した。テキスト分析においては，分析

用に構築したデータベースからタイトル情報を

抽出し，Pythonのライブラリ nltk, scikit-learn
を用いて TF-IDF（Term Frequency – Inverse 
Document Frequency）に基づく分析を実施した。
その際，一般的な機能語（例：the, of, andなど）
を除外し，TF-IDF スコアの高い語をランキング
化し，関心の焦点を定量的に捉えた。さらに，抽

出された単語と共起する単語を調べた。 
最後に，Scopus に登録された論文が掲載さ

れたジャーナルに付与されている All Science 
Journal Classification Codes（ASJC）分野コー
ドを用いて，出版年ごとの論文数を分野別に集計

し，その経年的な推移を棒グラフで可視化した。

通常，1つのジャーナルには複数の ASJCが付与
されるので，ここでの論文数の計数には分数カウ

ント法を用いた(2 つの ASJC が付与されている
場合，それぞれの分野を 1/2とカウントした)。次
に，分野間のつながりの広がり（学際性）の経年

推移を可視化した。具体的には，同一論文が複数

の分野に分類される場合には，その論文において

共起した分野の全組み合わせ（以下，分野ペア）

を抽出した。その上で，当該年におけるユニーク

な分野ペア数（E: エッジ数），各分野ペアの共起
回数，および当該年に現れたユニークな分野数

（N:ノード数）を算出した。次に，各年における
分野ネットワークの平均次数を，分野ペアの共起

回数で重み付けし，以下の式により算出した。 

重み付き平均次数 = 
2×Σ（分野ペアの共起回数） 

Ｎ 
さらに，年毎の「学際性の広がり」を比較可能に

するため，各年の重み付き平均次数をその年の論

文数あるいは分野ペア数 Eで割って標準化し，こ
れを「指標」としてその年次系列を折れ線グラフ

にプロットした。 
 

44..  結結果果とと考考察察  

①全体の俯瞰 

集計の結果，1996年から 2023年にかけてウェ
ルビーイング関連論文数は世界的に右肩上がり

の増加傾向を示した。前年からの増加率には年に

よる揺らぎが見られるが，特に 2017年以降の伸  

出典: Scopusカスタムデータ(2023年 12月末時点)を用いて著者が集計。 

注: 1996年～2023年に出版された論文の出版年を用いた整数カウント法による集計。文献種別としては， 

Articleと Reviewを分析。 

対象とした。 

 
 

図図表表１１：：世世界界全全体体のの論論文文数数推推移移（（11999966年年〜〜22002233年年）） 
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びが顕著であり，COVID-19パンデミック期に急増

した（図表 1）。なお，2023年については，前年

からの伸びがやや鈍化している。これは本分析に

おいては 2023 年 12 月末時点の Scopus カスタム

データを用いているため，2023年に出版された論

文が全て収録されていない影響と考えられる。 
国別にみると，アメリカ・イギリス・オーストラ

リアなど先進英語圏諸国が上位を占め，日本は第

19位に位置していた（図表 2）。COVID-19流行
前後の比較では，トップ 3か国に加えて日本にお
いても論文数が大幅に増加していた（図表 3）。
これはパンデミックが人々の生活や精神的健康

に直接的な影響を及ぼした結果，ウェルビーイン

グに関する学術的関心が急速に高まったことを

反映していると考えられる。 
②関心領域の探索 

論文タイトルを対象とした TF-IDF分析の結 

果，上位 20 語には， wellbeing， health, 
psychological，subjective，social など，抽象的な 
概念を表す語が多く含まれていた。一方，具体的

な事象を示す語として COVID-19 と pandemic 図図表表 33：：パパンンデデミミッックク前前後後のの変変化化（（主主要要国国＋＋日日本本）） 
 

図図表表 22：：国国別別累累積積論論文文数数・・ラランンキキンンググ 
 

出典: Scopusカスタムデータ(2023年 12月末時点)を用いて著者が集計。 

注: 1996年～2023年に出版された論文の出版年を用いた整数カウント法による集計。文献種別としては， 

Articleと Reviewを分析。 

 

対象とした。の累積値。 

 

 
 

出典: Scopusカスタムデータ(2023年 12月末時点)を 

用いて著者が集計。 

注: 1996年～2023年に出版された論文の出版年を用いた 

整数カウント法による集計。 

文献種別としては，Articleと Reviewを分析。1996年

～2023年の累積値。 
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が上位に現れた。なお，ここでは，特定の出来事

や固有名詞を「具体的」，広範な意味領域を持つ

語を「抽象的」と便宜的に見なした。COVID-19
や pandemicと共起する単語には，前述の抽象語 
に加えて，学生や子供を示す  student(s)や
children，働く人々に関連する  workers や
burnout（燃え尽き症候群：慢性的ストレスによ
る心理的・身体的疲弊）が含まれていた。Burnout
は，nurses, students, workers, professionals, 
staff, workplace といった語と共起していた。
COVID-19流行前後の比較では，COVID-19関連
論文数はパンデミック期に 8 倍に増加していた。
COVID-19 と burnout を同時に扱う研究はプレ
コロナ期には存在していなかったが，パンデミッ

ク期では 37件存在した。 
これらの結果は，パンデミックを契機に幅広い 
年代の人々のウェルビーイングへの関心が高ま

るとともに，労働者における燃え尽き症候群が課

題として浮き彫りになったことを示唆している。

この世界的危機がウェルビーイング研究に大き

な影響を与えた可能性は高いと考えられるが，パ

ンデミック期においても COVID-19 関連論文は
全件の 14%にとどまっており，論文数の増加には
他のさまざまな要因も関与している可能性があ

る。 
③研究分野の俯瞰 

最後に，研究分野の経年的変化を確認した（図

表 4）。主要な 3分野である医学，社会科学，心
理学が一貫して全体の約 7 割を占めていた一方，
残りの約 3割を構成する分野は，当初は限られて
いたが，年を追うごとに新たな分野が加わり，

2019年以降は他の 24分野すべてが出現するよう
になったことが明らかとなった。また，標準化さ

れた重み付き平均次数の経年推移を示した図表 5
では，論文数で標準化した値は，年ごとの変動を

伴いつつも，全体として減少傾向を示した。一方，

分野ペア数 Eで標準化した値は，経年的に増加傾
向を示した。すなわち，ウェルビーイング研究全

体としては（単一分野の論文数も含めて）近年の

論文数急増により，見かけ上は学際性が縮小して

いるものの，複数分野を対象とした論文に限定し

出典: Scopusカスタムデータ(2023年 12月末時点)を用いて著者が集計。 

注: 1996年～2023年に出版された論文の出版年・ASJC分野コードを用いた分数カウント法による集計。文献種別 

としては，Articleと Reviewを分析。 

 

対象とした。の累積値。 

 

 
 

図図表表 44：：分分野野別別論論文文数数 
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て比較すると，学際性が年々拡大していることが

示唆された。ただし，学際性の評価を分野間のつ

ながりの数のみに基づいて捉えることには限界

がある点は，先行研究においても繰り返し指摘さ

れている[3]。今後は，Rafols & Meyer[4] が挙げ
ている学際性の三つの観点（多種性・偏り・類似

度）のうち，今回の調査では扱わなかった「つな

がりをもつ分野の類似度」にも着目し、さらに引

用ネットワークの分析を加えることで，ウェルビ

ーイング研究における学際性の展開をより多角

的に明らかにできるだろう。 
 

55..  今今後後のの展展望望  

本報告では，論文データベースを用いた分析に

より，ウェルビーイング研究の全体像と新たに関

心の高まりつつある領域を俯瞰した。その結果，

医学，社会科学，心理学を中心とする従来の主要

分野に加えて，経済学，人文科学，環境科学，コ

ンピュータ科学など多様な分野にも関連研究が

拡大しつつあることが示唆された。 
こうした動向は，ウェルビーイング研究が健康

指標や個人特性の測定にとどまらず，異分野の知

見を接続する「総合知」として展開しつつある可

能性を示している。具体例として，主観的幸福感

を神経科学的あるいは内分泌学的指標と関連づ

ける実証研究がその一例である［5］。人文社会科
学が提示する仮説や価値観を自然科学的手法で

検証する往還的な研究展開は，主観的指標の理解

に新たな視座をもたらしうると考えられる。 
さらに，COVID-19 パンデミック期に労働者の
燃え尽き症候群研究が多数報告された事実は，ウ

ェルビーイングと対照的な心理的状態を連続的

に捉える必要性を明らかにした。この視点を研究

者の心理的・社会的状態に適用することにより，

支援や介入の在り方を検討するための分野横断

的な基盤を提供しうるかもしれない。 
ウェルビーイング神経政策科学研究会では，概

念形成，理論的枠組み構築，調査・計測，数理モ

デル化，実社会への応用といった複数プロセスを

連携させることを目指している。特に，異分野間

で前提や用語を翻訳して接続する営みが重要で

ある。今後は，この学際的協働を深めることによ 
 

図図表表 55：：重重みみ付付きき平平均均次次数数のの推推移移 
 

出典: Scopusカスタムデータ(2023年 12月末時点)を用いて著者が集計。 

注: 1996年～2023年に出版された論文の出版年・ASJC分野コードを用いた分数カウント法による集計。文献種別 

としては，Articleと Reviewを分析。 

 

対象とした。の累積値。 
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り，研究現場におけるウェルビーイング向上に直

接資する知見創出が期待される。本報告は，その

ための実証的基盤の一端を提示するものである。 
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